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植物生長調節物質，接ぎ木および断根処理がトマト苗の生育に及ぽす影響

浅尾俊樹1伊藤憲弘。細木局志1太田勝巳1遠藤啓太

Effects　of　Growth　Regu1ators，Graftmg　and　Root

　Prun1ng　on　Growth　of　Seed1mg1n　Tomato

Tosh1k1AsA0，Nor1h1ro　IT0，Takash1Hos0KI，

　　　　Katsum　OHTA　and　Ke1ta　ENDO

　　Abst醐枕　In　tomato　cu1ture㎜der　protected　cu1t1vat1on，1t1s1mportant　sub］ect

to　enhance　p1ant1ng　d－ens1ty1n　ra1s1ng　seed1mg　stage　In　the　present　exper1ment，

fo1iar｛prays　of　p1ant駆owth　regu1ators（2．5ppm　miconazo1，100ppm　pac1obutrazo1

and1OOO　ppm　ch1orocho1me　ch1or1de），graftmg　and　root　prm1ng　treatments　were

conducted　at　true－two－1eafe　stage　In　resu1t，1t　was　c1ar1f1ed　that　usmg　lOO　ppm

pac1obutrazo1treatment　extreme1y　decreased　maxmum1eaf1eng仁h　Thus，t㎞s　treaト

ment　cou1d　effect1ve1y　enhance　p1antmg　dens1ty

　　Key　words　Tomato，seed11ng，p1ant　gro耐h　regu1ators，p1antmg　dens1ty

緒　　　言

　現在，トマトの総収穫量の6割以上が施設栽培によっ

て生産されている、トマトは一般的に播種後，本葉出葉

時に移植し，本葉約8枚で定植するまで育苗が行われる。

とくに施設栽培ではう育苗期の栽植密度が育苗面積サ定

植本数および管理作業の省力化に影響する。したがって、

育苗期の栽植密度を高めることは大きな課題であると考

えられる。そこで本実験は，水耕トマトにおいて，苗の

倭化を図ることにより育苗期の栽植密度を高めることを

目的にして行った。

　西森ら（1933）は，トマトのセル成形苗に対するウニ

コナゾーノレ処理が苗の徒長防止に顕著な効果があると報

告した。また，豊原ら（1992）は，ウニコナゾール処理

がプラグトレイ内のパンジー苗の徒長を防止し予さらに

その後の苗の質をよくすると報告した．一方う槍木

（1971）は果菜類の断根さし木育苗法を提唱しうこの方

法により労力が省け，高度な技術を要することなく，健

全な根を多くつけた徒長しない苗を作ることができると

報告した。並木ら（1977）はこの断根さし木法をトマト

の水耕に応用し，育苗の労力を省くことができると報告

した。また育苗初期に接ぎ木を行うことにより，栄養生

長が一時的に抑制され，苗の徒長防止につながる可能性

があると考えられる個

　本実験では予植物生長調節物質をトマトの育苗初期

（本葉2枚期）に処理することによりう植物体を矯化さ

せ、育苗期の栽植密度を高められないか検討した　また芋

断根や接ぎ木による効果も同じように検討した。

　その結果，いくつかの知兄が得られたのでここに報告

する伺

材料および方法

1、供試晶種

　供試品種はう‘ハウス桃太郎’と‘玉三郎’を用いた。

望、栽培方法

　島根大学農学部附属農場において水耕法で実験を行っ

た，水耕システムは約100m2のガラス室内に設置された

協和㈱製のハイポニカ栽培システムを用いた。このシス

テムはタンク付き循環方式のプラントで，プラスチノク

製栽培檜（ベッド）の大きさは長さ1．2m予幅0．6m子深

さ0．1mである。4－6ベッド当たりに給液タンク（容

量800辺）1基および排液タンク（容量200辺）1基が設

置され，培養液は水中ポンプによって循環される方式で

ある。

　栽培は，1993年6月4日に水耕用ウレタンブロック

（縦23㎜，横23㎜，高さ27㎜，中心に切れ込み付き）に
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播種し，本葉出葉時の6月15日，水耕ベッドに移植した。

育苗時の栽植密度は1ヘソトあたり30株（33m・あた凸）1

35株）とした．給液間隔はタイマーにより1時間当たり

7分とした。なお給液量は1分間当たり7．5辺とした。

肥料は大塚化学㈱製，大塚ハウス肥料（A処方）の1う

2およぴ5号を用いた．水1t当たりの標準投与量（1

単位と呼ぷ）は第1表に示した。栽培期間中の培養液濃

度は，O．5単位（E　C値ユ．1－1．4mS／㎝）とした。なお本

実験で用いた水耕栽培システムは非固形培地方式である

ので，栽培ベッドヘの苗の固定は，ベッド上に置かれた

発泡スチロール（黒色フィルム被覆）の直径45㎜の穴に

苗を挿入し，さらに別のウレタンブロック（縦24m，横

24㎜，高さ24㎜）4個を用いて行った。定植は本葉約8

枚展開時の7月12日に行った。定植時の栽植密度は1ヘソ

ドあたり6株（3．3㎡あたり7株）とした。なお苗の固

定方法は移植時と同様に行った。誘引はセキスイタフロー

プ（ポリエチレン製）を用いた。摘心は第3花房の上2

葉を残して行った。

3。実験処理およぴ調査項目

　移植後本葉2枚展開時に次の処理を行った。植物生長

調節物質処理は，ウニコナゾール2．5ppm，パクロブト

ラゾール100ppmおよび塩化クロロコリン（CCC）1000

PPmを用い，それぞれハンドスプレヤー（容量500m1）

で1株あたりO．5m1を葉面散布した。断根処理は，根部

をすべて除去し，新たなウレタンブロックに茎を挿して

栽培した、接ぎ木処理としては，台木，穂木ともに‘ハ

ウス桃太郎’および台木は‘玉三郎’で予穂木は‘ハウ

ス桃太郎’を用いた二つの区を設けた。

　調査は，処理2週後に茎長，葉数、最大葉長およぴ最

大葉幅，処理3週後に着花節位，処理4週後に葉色（葉

緑素計SPAD－501，ミノルタ製），処理8週後に根重を

測定した。さらに各株の開花開始日の調査を行った。

表1　供試した水耕肥料（大塚ハウスA処方）とその標準投与量（水1t当たり）

1号

2号

5号

成 分

窒素全量

水溶性‘）ん酸

7jく溶’性カリ

水溶性苦土

水溶性マンガン

水溶性ほう素

原科　化成肥料（尿素）

アンモニア性窒素

硝酸性窒素

EDTA鉄（鉄として）

硫酸銅（銅として）

硫酸亜鉛（亜鉛として）

モリブデン酸アンモニウム（モリブデンとして）

硝酸石灰

硝酸性窒素

アンモニア性窒素

水淳性カリ

水溶性マンガン

水溶性ほう素

EDTA鉄（鉄として）

硫酸銅（銅として）

硫酸亜鉛（亜鉛として）

モリブデン酸アンモニウム（モリブデンとして）

10．O％

1．5％

8．2％

8．O％

27．0％

4．O％

0．1％

0．1％

0，180％

0．O02％

0．O06％

O．002％

11．O％

6．0％

9．0％

2．O％

2．O％

5．70％

O．04％

O．08％

O．043％

標準投与量

1500g

1000g

50g
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結　　　果

i。‘ハウス桃太郎’の生育

　‘ハウス桃太郎’では，どの処理区においても程度の

差はあるが，茎の伸長が抑制された（表2）。茎の伸長

抑制率はパクロブトラゾール100ppm葉面散布処理区

（以下パクロブトラゾール区とする）がもっとも高く，

無処理区の34％程度の茎長であった．ついで断根処理区

（以下断根区とする）が44％うウニコナゾール2．5ppm葉

面散布処理区（以下ウニコナゾール区とする）が49％，

CCClOOOppm葉面散布処理区（以下CCC区とする／が7

3％の値であった。葉数は，断根区がもっとも少なく，

無処理区にくらべて2．5枚少なかった．他の処理区につ

いては，ウニコナゾール区で1．4枚，パクロブトラゾー

ル区およびCCC区で1．O枚少なくなった。最大葉長はパ
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クロブトラゾール区の抑制率がもっとも高く，無処理区

の58％程度の最大葉長であった。なお断根区は63％，ウ

ニコナゾール区が64％，CCC区が83％の値であった。

最大葉幅は断根区，ウニコナソール区およひパクロフト

ラゾール区で小さく，ついでCCC区であった。葉色を

あらわすSPAD値は，接ぎ木処理区（以下接ぎ木区とす

る）および断根区では無処理区との間に有意差が認めら

れなかった。CCC区，ウニコナゾール区およびパクロ

ブトラゾール区では無処理区より大きく，それぞれ無処

理区の1．1，1．3および1．5倍の値を示した、根重は，どの

処理区においても無処理区とくらべて小さい値を示した

が，処理区中ではパクロブトラゾール区がもっとも小さ

い値を示し，無処理区の62％の値であった。断根区が75

％，ウニコナゾール区が79％，CCC区が83％の値であっ

た。開花開始日はパクロブトラゾール区で無処理区とか

表2　植物成長調節物質，接ぎ木および断根処理が‘ハウス桃太郎’の生育に及ぼす影響

　　　　　　　　茎　長2）　葉　数　　最大葉長
処　　　理
　　　　　　　　　（Cm）　　　（枚）　　　（Cm）

最大葉幅　　葉　色　　　根　重　　開花開始日　着花即位

　（cm）　　（SPAD値）　（g／6株）　　（月／日）

Contro1

ウニコナゾール

パクロブトラゾール

C　C　C

接ぎ木

断根

24．5aユ）

12．Oc

8．4d

17．8b

＿3）

10．9c

7．9a

6．5c

6．9b

6．9b

5．4d

24．8a

15．9c

14．5d

20．6b

15．6cd

17．4a

11．7c

12．1c

14．7b

ユ1．6c

32．7de

43．3b

49．1a

37．1c

33．3d

30．9e

42．35

33．35

26．30

35．28

31．63

7／23d

7／27ab

7／23d

7／26bc

7／25c

7／29a

8．9a

8．3b

8．2b

8．9a

8．5b

8．2b

1）子葉から茎項までの長さ

2）異なるアルファヘソト間には5％レベルで有意差あり（Dmcan’s　new　mu1t1p1e　range　test）

3）調査せず

表3　植物成長調節物質，接ぎ木およぴ断根処理が‘玉三郎’の生育に及ぽす影響

　　　　　　　　茎　長1）　葉　数　　最大葉長
処　　　理
　　　　　　　　　（Cm）　　　（枚）　　　（Cm）

最大葉幅　　葉　色　　　根　重　　開花開始日　着花節位

　（cm）　　（SPAD値）　（g／6株）　　（月／日）

Contro1

ウニコナゾール

パクロブトラゾール

C　C　C

接ぎ木

断根

21．8a2）

9．6d

7．8e

17．9b

＿3）

10．9c

8．Oa

6．9b

6．8b

6．9b

5．4c

24．Oa

14．4c

14．7c

19．6b

15．2c

16．1a

1O．6c

11．Oc

13．2b

1O．4c

33．7e

46．4b

50．3a

38．2c

36．1d

33．9e

17，25

8．15

10．78

12，21

8，75

7．79

7／23c

7／25a

7／24bc

7／25ab

7／25ab

7／25a

8．9a

8．0c

8．5b

8．9a

8．4b

8．3b

1）子葉から茎項までの長さ

2）異なるアルファヘソト間には5％レヘルで有意差あリ（Dmcan’s　new　mu1t1p1e　range　test）

3）調査せず
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わらなかったが，他の処理区では無処理区とくらべ2－

6日の遅れがみられた。着花節位はCCC区で無処理区

とかわらない値を示したものの，他の処理区では幾分低

下した。

2、‘玉：郎’の生青

　‘玉三郎’では，どの処理区においても茎の伸長が抑

制された（表3）。茎の伸長抑制率はパクロブトラゾー

ル区がもっとも高く，無処理区の36％程度の茎長であっ

た。ついでウニコナゾール区が44％，断根区が50％，

CCC区が82％の値であった。葉数は，断根区で少なく，

無処理区とくらべて2．3枚も少ない値を示した個なお他

の処理区については，11－12枚少なかった。最大葉長

は，ウニコナゾール区予パクロブトラゾール区および断

根区が著しく小さい値を示した　すなわち最大葉長は無

処理区にくらべてウニコナゾール区が60％，パクロブト

ラゾール区が61％，断根区が63％，そしてCCC区が82

％の値であった。最大葉幅は甲各処理区ともに無処理区

にくらべて著しく小さい値を示し，ウニコナゾール区、

パクロブトラゾール区および断根区では5．1－5．7cmも小

さかった。葉色をあらわすSPAD値は，断根区と無処理

区の間に有意差が認められなかったものの予他の処理区

では無処理区より大きく予接ぎ木区およびCCC区が1．1

倍，ウニコナゾール区が1．4倍、パクロブトラゾール区

が1．5借の値を示した．根重は，どの処理区も無処理区

とくらべて小さかった。根重の抑制率は接ぎ木区がもっ

とも高く，接ぎ木区の根重は無処理区の51％の値を示し

た。ついで断根区が45％，ウニコナゾール区が47％，パ

クロブトラゾール区が62％、CCC区が71％の値であっ

た。開花開始日はパクロブトラゾール区で無処理区との

間に有意差は認められないものの，他の処理区では無処

理区とくらへて2日程度遅れた。着花節位はCCC区と

無処理区では8．9とかわらない値を示したが，その他の

処理区ではO．5－O．9程度低くなった、とくにウニコナゾー

ル区では8．Oともっとも低かった。

考　　　察

表4　トマト苗の育苗本数（計算値）

　　　　　　　　　　栽植本数（本／33m）
処　　　理
　　　　　　　　ハウス桃太郎　　　　玉三郎

Contro1

ウニコナゾール

パクロブトラゾール

C　C　C

接ぎ木

断根

13．41）

32，6

39，2

19．4

＿2）

33．9

14，3

39，8

38，2

21，5

35．7

　トマト苗の栽植密度に影響する最大葉長を処理2週後

（定植時）に測定した結果，パクロブトラゾール区は，

西森ら（1993）がセル成形苗の徒長防止に効果があると

報告したウニコナゾール区よりも小さい値を示した。ま

た，処理2週後の最大葉長から計算したトマト苗の栽植

本数でもパクロプトラゾール区が最大値を示した（表4）．

　苗質は，観察ではあるが，パクロブトラゾール区が各

1）トマト苗を平行植えした場合の値
　3．3㎡／（処理2週間後の最大葉長x2）2

2）データなし

処理区の中でもっとも葉色が濃く，堅固なものとなった。

ウニコナゾール区およびCCC区の苗は，パクロブトラ

ゾール区とくらべて葉色が薄く，茎長の抑制率も少なく

貧弱であった。接ぎ木処理については，トマトの植物体

が小さいために局度な技術が必要であり，実用的とはい

えない。断根処理は処理直後の生育が抑えられ，開花開

始日が他の処理区とくらべて大きく遅れた。以上の結果

から，苗質に関しては，バクロブトラゾール100ppm葉

面散布がもっとも好ましい処理法であろうと考えられた、

　本実験の結果から、今回供試した‘ハウス桃太郎’と

｛玉三郎’は守各処理区において大きな生育の差はみら

れなかった。

　鈴木ら（1993）がさきに報告したと同様にう本実験結

果からも植物生長調節物質は散布時期によってその効果

に差が出る可能性があると考えられるが予水耕トマトの

場合，育苗初期の本葉2枚展開時処理が植物体に与える

ダメージも少なく，薬剤散布量も少なくラ省力であろう

と考えられた。

　またラ後藤田ら（1993）が報告したように植物生長調

節物質の散布濃度によってもその効果に差が出る可静性

があると考えられ，さらに高濃度になると金ら（1992）

がCCCの薬害について報告したようにマイナス面もあ

らわれる。すなわち本実験においてCCC区では，散布

処理5日後，葉にクロロシスが見られたり，果実が成熟

する直前に果梗に離層ができ，果実が落下しやすい傾向

を示した。さらにウニコナソール区では星型をした不正

形果の発生がみられた。なお倭化剤である植物生長調節

物質を葉面散布した処理区のトマトには尻腐れ果が少な

かった。

　その後，本実験と同様な実験を繰リ返し行ったが，

‘ハウス桃太郎’および‘玉三郎’ともに同様な結果が
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得られた。

　以上の結果より，トマト苗の栽植密度を高めるには，

本葉2枚展葉期にパクロフトラソール100ppm葉面散布

処理を行うことが効果的であると結論された。なお今後，

実用化にむけて処理時期および散布濃度について，さら

に検討すべきであろう。

　現在，果実収量および晶質について調査中である。

摘　　　要

　トマトの施設栽培においては，育苗期の栽植密度を高

めることが大きな課題である。そこで本実験では，トマ

ト苗の栽植密度を高めるために，本葉2枚展葉時に植物

生長調節物質（ウニコナソール25pPm，パクロフトラ

ソール100pPmおよひCCClOOOpPm）の菓面散布，接き

木および断根処理を行った。

　1．植物生長調節物質処理は，パクロブトラゾール処

理が茎長およひ最大葉長をもっとも小さくし，苗の倭化

が促進された。

　2。苗質は，観察より，パクロブトラゾール処理がもっ

とも葉色が濃く，堅固なものとなった。

　3。接ぎ木処理は，植物体が小さいために高度な技術

が必要であり，実用的とはいえなかった．

　4．断根処理は，処理直後の生育が抑えられ，開花開

始日が他の処理区とくらべて大きく遅れた．

　5。本実験では，供試晶種に‘ハウス桃太郎’と　‘玉

三郎’を用いたが，各処理区において晶種による大きな
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生育の差は認められなかった。

　以上の実験結果から，苗の倭化を図り，育苗期の栽植

密度を高めるには植物調節物質すなわちパクロブトラゾー

ル100pPm莱面散布処理が有効であると判明した
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